
愛媛６次産業化(農山漁村発イノベーション)

サポートセンター

農林水産省では、全国各都道府県に農山漁村発イノベーションの支援

拠点を設置し、農山漁村発イノベーション事業体を総合的に支援する

事業に取り組んでおり、愛媛県内は公益財団法人えひめ産業振興財団

が「愛媛６次産業化(農山漁村発イノベーション)サポートセンター」と

して、農林漁業者等の皆様の６次産業化等に関する様々な相談に対応

しています。

愛媛６次産業化(農山漁村発イノベーション)サポートセンターでは、６

次産業化等に取り組む(取り組もうとする)農林漁業者等に対し、幅広い

分野の専門家(６次産業化(農山漁村発イノベーション)プランナー)を派

遣し、経営改善計画の策定や実行支援を行っています。

 農林漁業者等の６次産業化等の取組みに関

する各種相談に対して助言を行います。

公益財団法人えひめ産業振興財団が相談に対応

 ６次産業化等への取組みを含む、経営全体

の改善目標の設定と、経営改善戦略の策定

を支援します。

 構想(夢)をワクワクする取組みとして実現

できるよう、幅広い分野の専門家を派遣し

助言等を行います。

支援内容

サポートセンターパンフレット
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農林漁業者等の方の６次産業化等へ向けた取組みの意志確認を行います。

その上で、継続した支援が必要な場合は、支援シート(今後の支援内容をま

とめたもの)を一緒に作成します。

６次産業化等の取組みを含む、中長期的な事業計画作成の支援を行います。

事業計画に沿った取組みについて、専門家からの助言等を行います。

※支援に係る費用は一切生じませんが、

支援に伴う時間を頂戴しています。

農林漁業者等の方で、６次産業化等に関するお悩みがある

場合は、お気軽にお電話ください。

支援の流れ

①電話相談

②プランナー派遣可能性調査(１～２回程度)

③プランナー派遣による事業計画作成支援(10回程度)

④プランナー派遣による事業実行支援(必要に応じ)

⑤支援後の経営改善状況の調査（支援後毎年１回）

支援年度の翌年度以降５年間、経営改善状況の確認調査を行います。

(決算書等の収支内訳書(写)をご提出いただくとともに、聞き取り調査を行

います。)

お問合せ窓口

愛媛６次産業化(農山漁村発イノベーション)サポートセンター

公益財団法人えひめ産業振興財団

〒791-1101 松山市久米窪田町337-1(テクノプラザ愛媛内)

TEL 089-960-1130 FAX 089-960-1105

E-mail：rokujika@ehime-iinet.or.jp

プランナー一覧 プランナープロフィール 活動分野一覧

/wp/wp-content/uploads/2023/05/22346dd8ab037bd3d8a4705767a36f0f.pdf
/wp/wp-content/uploads/2023/05/234fc8e03c70be7fda5b7fa03dc851f8.pdf
/wp/wp-content/uploads/2023/05/7febd949cde1e394d18a861811e18557.pdf
/wp/wp-content/uploads/2023/05/0e7f9c84f956c2b9b9b32be1c7f59d5d.pdf


関係外部リンク

 愛媛県(６次産業化)

 農山漁村発イノベーション中央サポートセンター

 農林漁業成長産業化ファンド

 農林水産省(農林漁業の６次産業化)

 中国四国農政局(農山漁村の６次産業化)

https://www.pref.ehime.jp/shigoto/nogyo/rokujisangyo/index.html
https://nou-innovation.com/
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fund/fund.html
https://www.maff.go.jp/j/nousin/inobe/6jika/index.html
https://www.maff.go.jp/chushi/sesaku/sixth/

